
 

                   
  

 

 

 

 

 

 
 

 

令和４年（2022 年）が始まりました。皆様には健やかに新年を迎えられ

たこととお慶び申し上げます。昨年中はコロナ禍にもかかわらず、長尾中

学校生徒の前向きで力強く頑張る姿と素敵な笑顔をたくさん見ることがで

きました。また、それらを支える保護者の皆様には、本校教育活動にご理

解とご協力を頂きたいへんありがとうございました。 

2022 年は干支でいうと壬寅（みずのえとら）に当たり、「壬」の字には、

女性のお腹に子どもを宿す「妊」の一部であることから「はらむ」「生まれる」という意味があります。ま

た、「寅」はもともと「演」が由来といわれ「人の前に立つ」、演と同じ読みの「延（えん）」から「延ばす・

成長する」という意味を持っています。この２つの組み合わせである壬寅には、「新しく立ち上がること」

や「生まれたものが成長すること」といった縁起のよさを表しているといえそうで、今年１年には大きな

期待が持てそうです。とは言うものの、まだまだ先が見通せない社会情勢の中、生徒には将来の夢や希望

を持ち続けながらしっかりと成長し、自分自身で人生を切り開き生きていく力を付けてほしいと願ってお

り、上記に示した「めざす生徒像」である自主・協調・責任・勤勉・健康を備えた生徒 

つまり「生きる力」を育てることが、我々教職員の果たすべき職務であると考えます。 

今年もどうか宜しくお願いします。 

 

大晦日から元日にかけては大陸付近にある強い寒気が南下し、北日本や北陸な

ど日本海側では大雪や吹雪に見舞われ、関越自動車道ではおよそ 400 台の車が立

ち往生して動けなくなるなど、全国各地で雪による被害が相次ぎました。気象庁

による向こう３か月間の予想では、寒気の影響で西日本の気温は低く降雪量は平

年より多い見込みです。 

私は元旦の朝、娘と孫二人（４歳と０歳）を連れて、寒風吹きすさぶ中、関西

で話題のパワースポット、映画『君の名は』の元ネタとして噂の「星田妙見宮」

に初詣に行ってきました。星田妙見宮は、隕石落下記録上二番目に古いとされる

弘仁七年(816 年)の星の降臨によって山の一部が吹き飛ばさ

れ、その形が馬蹄形になっており、200 段をこえる階段を登り

ながら、当時の衝撃のすさまじさ、宇宙の神秘を感じられる場

所となっています。また、最上部からは大阪市内が一望でき、晴れて空気が澄んだ日に

は六甲山系も見る事ができます。妙見石（織女石＝たなばたせき）といわれる星田妙見

宮の御神体を祀る拝殿でコロナの収束と家内安全、長尾中学校の発展を祈願しました。

４歳のみっちゃんは、鳥居前の屋台で買ってやったりんご飴がたいそう気に入った様子

でした。前号の校長通信第 33 号で「１年の計は元旦にあり」と書きましたが、皆さんは

どのようなお正月を過ごしたでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年１月７日 

枚方市立長尾中学校 

校長通信第３４号 

＜めざす生徒像＞ 
自主：正しく判断し主体的に行動する生徒 
協調：信頼し助け合い、思いやりと感謝のある生徒 
責任：責任を自覚し、最後までやり抜く生徒 
勤勉：喜びを感じながら、主体的に学ぶ生徒 
健康：逞しく生きるための意志や体力を持つ生徒  

教職員の定数 950 人増へ 小学校の高学年「教科担任制」導入で 

４月から小学校の高学年で教科担任制を本格的に導入するため、文部科学省は教職員の定数を 950 人増やすこと
になりました。今後、４年間で教職員の定数は 3800 人程度増える見通しです。 
来年度予算案をめぐって、末松文部科学大臣は、鈴木財務大臣と教科ごとに担当の教員が教える「教科担任制」

を小学校高学年の算数などで、来年４月から本格的に導入するための対応を協議しました。その結果、来年度は教
職員の定数を、本来の定数に加えて 950 人増やすことで合意しました。学校での働き方改革に対応する教職員らも
含めると、1030 人増やすことになります。 
文部科学省によりますと、これによって、今後４年間で教職員の定数は 3800 人程度増える見通しで、教員 1 人

当たりが担当する授業の時間数の軽減につなげたいとしています。 
末松大臣は記者会見で「教育の質の向上を図り、学校での働き方改革を実現するため、教科担任制の推進が重要

だ。子どもたちの可能性を最大限伸ばす教育を実現するため、予算の確保を含め全力で取り組む」と述べました。
（12 月 22 日 NHK NEWS WEB より） 



 
■１月 
・07 日：国内ラグビーの新リーグ「リーグワン」が開幕 
・09 日：2022 年 NHK 大河ドラマ「鎌倉殿の 13人」放送開始予定 脚本：三谷幸喜、主演：小栗旬 
・17 日：阪神・淡路大震災の発生から 27 年 
・24～30 日：栃木県で国民体育大会「いちご一会とちぎ国体 冬季大会」が開催予定 
・27 日：ワールドカップ 2022 カタール大会 アジア最終予選グループ B 

日本-中国 埼玉/埼玉スタジアム 2002 で開催予定 
・28～30 日：東京ビッグサイトで「東京ｅスポーツフェスタ」が開催予定 
■２月 
・01 日：ワールドカップ 2022 カタール大会 アジア最終予選グループ B 

日本-サウジアラビア 埼玉/埼玉スタジアム 2002 で開催予定 
・02 日：大阪市北区中之島に「大阪中之島美術館」が開館予定 
・04～20 日：中国 北京で冬季オリンピックが開催予定 
・10～13 日：FIBA 女子バスケットボール・女子ワールドカップ(W 杯)予選が日本国内では大阪「おおきに

アリーナ舞洲」で開催予定 
■３月 
・01 日：ソフトバンクが「LINE モバイル」を吸収合併し「LINE モバイル」はソフトバンクが提供予定 
・04～13 日：中国 北京で冬季パラリンピックが開催予定 
・06 日「東京マラソン 2021 2022」開催予定 
・11 日：東日本大震災の発生から 11 年 
・21 日：奈良県天理市に「なら歴史芸術文化村」が開業予定 
・24 日：ワールドカップ 2022 カタール大会 アジア最終予選グループ B 

 オーストラリア-日本 開催予定（会場未定） 
・25 日：プロ野球セ・リーグ、パ・リーグが共に開幕予定 
・25～27 日：東京ビッグサイトで「第 49 回 東京モーターサイクルショー」が開催予定 
・29 日：ワールドカップ 2022 カタール大会 アジア最終予選グループ B 

 ベトナム-日本 開催予定（会場未定） 
・31 日：米国メジャーリーグ開幕戦予定 
・31 日：アラブ首長国連邦(UAE)のドバイ万国博覧会が閉幕予定 
・31 日：京都大学霊長類研究所がなくなり「ヒト行動進化研究センター」となる。 
・3月末：au の 3G サービス（第三世代携帯電話＝いわゆるガラケー）が終了予定 
・春：黒島結菜を主演に NHK 連続テレビ小説「ちむどんどん」が放送開始予定 
・春：「大阪梅田ツインタワーズ・サウス」が開業し「阪神梅田本店」が全面開業予定 
・春：日産と三菱自動車が共同開発した「軽 EV」車が発売開始予定 
・春：個人向けローカル 5G サービス「NURO Wireless 5G」提供開始予定 
■４月 
・01 日：大阪市立大学と大阪府立大学が合併し公立総合大学「大阪公立大学」が誕生する予定 
・01 日：民法改正により成年年齢が 20歳から 18 歳に引き下げられる予定 
・01 日：2022 サッカーワールドカップカタール大会の組み合わせ抽選会が開催予定 
・05 日：東京ディズニーシーに隣接した「トイ・ストーリー」シリーズをテーマにしたディズニーホテル

「東京ディズニーリゾート・トイ・ストーリーホテル」が開業予定 
・05 日：明け方南東の空に火星と木星が大接近 
・08 日：映画「ファンタスティック・ビースト」シリーズ 3作目「ファンタスティック・ビーストとダン

ブルドアの秘密」が公開予定 
・4/14～5/18：直島や豊島などの各島にて「瀬戸内国際芸術祭 2022 春」トリエンナーレが開催予定 
・22～24 日：ZOZO マリンスタジアムで「Ｘゲームズ」のモトエックス競技が国内初開催の予定 
・22 日：大阪市の新今宮駅前に星野リゾートが運営する「OMO7 大阪」ホテルが開業予定 
・22 日：大阪市都島区の「藤田美術館」建替えが終了しリニューアルオープン予定 
・4月：PayPay と LINE Pay が「PayPay」へ統合される予定 
・4月：東京タワーの e-スポーツスタジアム「RED° TOKYO TOWER」が全館開業予定 
・4 月：2021 年に休館した「伊丹市立博物館」が「みやのまえ文化の郷」に機能移転し美術館、工芸セン

ター、伊丹郷町館、柿衞文庫と統合し「（仮称）市立伊丹ミュージアム」として再開予定 
・4～5 月：数えで 7年ごとに行われる長野県諏訪市諏訪大社の神事「諏訪大社御柱祭」が開催予定 
■５月 
・01 日：明け方東の空に金星と木星が超接近 
・13 日：映画「シン・ウルトラマン」が公開予定 企画・脚本:庵野秀明、監督:樋口真嗣 
・13～29 日：「第 19 回 FINA 世界水泳選手権 2022 福岡大会（世界水泳選手権 2022）」が 

約 10 カ月延期され福岡市で開催予定 
・15 日：沖縄が本土復帰（沖縄返還）から 50周年 
・31 日～6月 9日：「第 19 回 FINA 世界マスターズ水泳選手権 2022 九州大会」が開催予定 
■６月 
・01 日：改正動物愛護管理法に基づき販売ペットへのマイクロチップ装着義務化が施工される予定 

今年も感染対策継続 

 


